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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本において移民の同化についての研究が不足していることをふまえ、地
域社会における移民受け入れの論理と移民の同化戦術の相互作用に着目し、日本の地域社会における移民の統合
の様相を明らかにすることを目的としてきた。研究の成果としては、主に、
①日本にルーツを持つエスニック帰還移民（日系帰還移民）の同化戦術の分析枠組みを構築し、②日系帰還移民
と他のエスニック帰還移民との比較行い、③従来調査してきた長野県Y市における日系帰還移民の位置づけを明
らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study, based on the lack of research on immigrant assimilation in 
Japan, aims to clarify the aspects of immigrant integration in Japanese local communities by 
focusing on the interaction between the logic of immigrant acceptance in local communities and the 
assimilation tactics of immigrants. The main outcomes of the research include:
1. Establishing an analytical framework for the assimilation tactics of ethnic return migrants with 
Japanese roots (Nikkei return migrants), 2. Comparing Nikkei return migrants with other ethnic 
return migrants, and 3. Clarifying the positioning of Nikkei return migrants in Y City, Nagano 
Prefecture.

研究分野：移民研究

キーワード： エスニック帰還移民　社会統合　生活戦術
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本社会に暮らすニューカマー移民の研究は、移民受け入れ社会の構造に踏み込んだ議論や理論的研究が不足す
ると指摘されてきた。本研究は、移民の同化についての理論化の第一歩として、日本の移民研究の理論的発展に
貢献したと考える。加えて、現在の移民について、歴史的視点を取り入れた研究を行う必要性を示した点は、移
民史研究と移民研究の接続に貢献した。また、本研究は、移民受け入れ現場の担当者への聞き取りや移民当事者
へのインタビューを含む調査を実施しており、現場の視点に根差した理論は、今後、日本社会や地域社会の統合
政策の形成に対しても貢献しうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
エスニック・マイノリティ
の権利保障を目指す多文化主
義は、1970年代に登場した
（Kymlicka 2007）。日本でも
1990年代以降、地方自治体
が、多様性を尊重する「多文
化共生社会」を目指す政策を
始めた（山脇 2009など）。他
方、国民国家の社会統合の論
理は、理念や市民権を共有す
る同質的な人々を求める
（Brubaker 1992、
Schnapper 2003など）。 
このような背景を踏まえ、
報告者はこれまで、長野県 Y
市を事例に、「日本人」の子
孫であるために入国・滞在を
許可された中国帰国者や日系
ブラジル人（日系帰還移民）
が、地域社会において「日本
人」として受け入れられるた
めに同化戦術を用いることを明らかにした。さらに、神奈川県 X団地における調査や、先行研
究による在日コリアン（福岡 1993）や欧米の事例（García 2014、Dietz 2006など）も加
え、表１のような仮説的枠組みを作成した。すなわち、移民による同化戦術の有無の規定要因
として、移民のバックグラウンド（表 1の i）とホスト社会の統合の論理（表 1の ii）の相互
作用があることを明らかにした。 
 
２．研究の目的 
以上の背景をふまえ、移民による同化戦術の選択とその位置づけの検討により、日本の地域社
会における移民統合の論理をより詳細に明らかにすることが、本研究の目的である。1965年以
降アメリカに流入した移民を調査した Alba & Nee (2003)や Jiménez (2017)は、ホスト社会も
移民との相互作用のなかで変化すると指摘した。このように、移民とホスト社会は相互規定的で
ある。本研究では、移民とホスト社会が相互に影響しあうなかで、移民が同化を戦術とする背景
にホスト社会のどのような統合の論理があるのかを明らかにしたい。 
以上をふまえ、本研究では、エスニック帰還移民に限らないより広範囲の移民を対象とし、日
本の地域社会においてかれらが同化をどのように位置づけ、その背景に地域社会によるどのよ
うな統合の論理があるのかという問いを立てる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、I)長野県 Y市、
II)神奈川県いちょう団地、III)
熊本県W市でのフィールドワ
ークを行う（具体的な調査方
法は表 2）。申請者は、I)と II)
において本研究開始以前から
調査を行ってきたが、対象と
する移民の範囲を広げ、かつ、
地域性の異なる III)をフィー
ルドに加えることで、表１で
示した枠組みの精緻化を図
る。 

3都市は、中国帰国者受け入
れ経験を持つという共通点を
持つ一方、 地方都市、首都圏
郊外都市、地方中核都市という違いを持つ。そのことは、就業構造や移民受け入れ経験の違い（日
系ブラジル人やフィリピン人などの「ニューカマー」多住地域、インドシナ難民集住地域、技能
実習生急増地域という違い）にも関係する。このような違いが地域社会の統合の論理に与える影
響もふまえて分析を行う。 



 
４．研究成果 
本研究の研究期間を開始した2020年度からは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、
フィールドワークの実施が困難であった。そのため、研究申請時の計画からの変更が必要となり、
神奈川県 X団地における調査を実施することができなかった。また、長野県 Y市や熊本県W市
における調査も、当初の計画より回数や期間を大幅に減らしての実施となった。しかしながら、
そのなかでも、研究成果として以下の 3点が主に挙げられる。 

 
①移民の同化戦術の分析枠組みの構築 
本研究は、日本社会における移民の社会統合の論理を、同化戦術に着目して明らかにすること
を目的としていた。そのため、まずは同化論の整理と日本社会の事例に援用するための理論的フ
レームワークの構築を試みた。 
アメリカにおいては、特に 1980年代後半以降に再興した「新同化論」のなかで、移民がホス
ト社会の様々な階層に分かれて同化することや、移民とホスト社会の相互作用のなかで移民が
社会上昇のために同化を選択することなどが明らかにされてきた（例えば、Portes and Rumbaut 
2001、Alba & Nee 2003など）。 
本研究では、日本の地域社会における移民の同化戦術を明らかにするため、これらの研究を整
理し、移民の持つ資源などの「同化可能性」だけではなく「同化必要性」にも着目することで、
移民の同化戦術を明らかにする枠組みを示した。 
従来、在日移民の研究は、理論的な研究の不足が指摘されてきた（樋口 2006）ことから、本
研究は、在日移民研究に対して、理論的側面から貢献することができたと考える。他方で、この
枠組みの妥当性の実証的な検討は、今後の課題としたい。 
 
②日系帰還移民とエスニック帰還移民の比較 
 本研究の申請時に仮説的に作成した「移民の同化戦術の規定要因の理念型」（表 1）の検証の
ため、同じエスニック帰還移民である中国帰国者とドイツのアウスジードラーの比較を行った。
特に、中国帰国者とアウスジードラーは、それぞれ、第二次世界大戦の敗戦国である日本とドイ
ツへの「帰還」であることから、その背景などに類似性が見られ、両者を比較することでエスニ
ック帰還移民研究にも中国帰国者研究にも新たな知見を与えることが可能である。しかしなが
ら、エスニック帰還移民研究においても中国帰国者を事例とした研究は見られず、中国帰国者研
究においてもエスニック帰還移民研究の視点からの研究は管見の限り見られない。そこで、本研
究では中国帰国者とアウスジードラーの受け入れ政策について、比較を行った。 
 先行研究において論じられてきた中国帰国者とアウスジードラーの受け入れ政策の検討から
は、冷戦は中国帰国者の「帰還」を阻む要因の一つであったのに対し、アウスジードラーの場合
には、冷戦がかれらの「帰還」をむしろ促進する要因であったことが明らかになった。すなわち、
中国帰国者とアウスジードラーの受け入れ政策の比較からは、どちらも、敗戦国への国際社会が
冷戦に突入し東西対立が深まっていくなかでの「帰還」だったにもかかわらず、冷戦は両者に全
く異なる影響を与えたことが明らかになった。 
 中国帰国者研究は、従来、中国帰国者を他の移民と比較することをしてこなかった。この背景
には、中国帰国者一世の当事者が自分たちを「日本人」として位置づけるため、当事者との関係
が強い研究者ほど、かれらを「移民」として位置づけることに抵抗があったためではないかと考
えられる。しかしながら、中国帰国者にルーツを持つ人々のなかにも三世や四世も増え、近年、
日本生まれの中国帰国者の子どもたちを日本生まれの中国系移民の子どもたちと同じ枠組みで
調査・分析を行う研究も見られるようになっている（例：坪田 2021など）。本研究は、このよう
な近年の傾向をふまえ、中国帰国者と他の移民やエスニック帰還移民の比較研究を行うことで、
中国帰国者を他の移民やエスニック帰還移民のなかで相対化することに貢献するものである。
他方で、従来中国帰国者を事例として扱ってこなかったエスニック帰還移民研究に対しても、中
国帰国者の事例から新たな視点を提供することが可能と考える。今後も、中国帰国者とアウスジ
ードラーの政策的な面以外（生活面や社会統合の側面など）についての比較や他のエスニック帰
還移民との比較を継続していきたい。 
  
③長野県 Y市における日系帰還移民の位置づけ 
以前から調査を行ってきた長野県 Y市は、旧「満洲国」への移民（満洲移民）を多く送出した
地域であり、中国帰国者が多く居住することに加え、日系ブラジル人も多く居住してきた地域で
ある。本研究は、エスニック帰還移民において論じられてきた「エスニック・ヒエラルキー」（例：
Tsuda 2019）の概念を援用し、この地域においては、満洲移民や中国帰国者との歴史的関係か
ら、現在の中国帰国者と日系ブラジル人の受け入れに際しても、それぞれの位置づけに差異があ
ることを明らかにした。つまり、日本にルーツを持つ日系帰還移民の位置づけにおいて、地域社
会において「ヒエラルキー」が存在する。 
また、このことからは、現代の地域社会における移民の受け入れを検討する際に、その地域が
歴史的に持つ移民との関係性にも目を向ける必要性が示唆された。従来、現代の在日移民の研究
は出移民史などの移民史研究の知見を活用しきれていないと指摘されたきた（竹沢 2011）が、
本研究はその問題を乗り越える示唆を与えるものとなった。 
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